
 

薬剤師法施行令の一部を改正する政令案に関する意見募集の結果について 

 

令和７年 12 月 10 日 

厚 生 労 働 省 

医 薬 局 

 

薬剤師法施行令の一部を改正する政令案について、令和７年 10月 23日（木）から

同年 11月 21日（金）まで御意見を募集したところ、２件の御意見をいただきまし

た。 

お寄せいただいた御意見の要旨とそれに対する考え方について、内容により分類

し、以下のとおり取りまとめましたので、公表いたします。 

皆様の御協力に深く御礼申し上げるとともに、今後とも厚生労働行政の推進に御

協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

No. 案に対する御意見の要旨 
御意見に対する厚生労働省の考え

方 

１ 

薬剤師名簿からの消除のオンライン

化について、薬剤師関連の手続きの

中でも微々たるものであり、わざわ

ざ対応する必要性が不明である。 

今回の改正は、薬剤師の死亡又は

失踪宣告時の届出義務者による登

録消除の申請をオンラインにて可

能にするものです。 

薬剤師免許の新規申請等は令和

８年度以降、国家資格等情報連携・

活用システム（以下「国家資格シス

テム」という。）を使用したオンラ

イン手続の開始準備をしておりま

すが、国家資格システムでは本人以

外からの申請を行うことができな

いため、本申請のオンライン手続機

能を搭載することができません。 

そのため、本申請については届出

義務者による手続きが可能となる

マイナポータルの「ぴったりサービ

ス」を使用することにし、運用開始

の準備が整ったため、薬剤師免許の

新規申請等に先行してオンライン

申請受付を開始することとしてお

ります。 



 

2 

 

２ 
免許証について、届出者が返納せず

自ら廃棄できることとすべき。 

登録の消除の際に免許証の添付

を要さないこととした場合には、免

許証が不正に利用される恐れがあ

ります。また、不正に利用された場

合の国民への影響が大きいため、引

き続き返納を求めることとしてお

ります。 

※上記のほか、１件の今回の意見募集に関係ない御意見をいただきました。 

 

 


